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８.住民アンケートの概要 

（１）調査の目的 

より良いまちづくりアンケートは、これからのまちづくりの指針となる都市計画マスタープ

ランの策定にあたり、住民の意向や提案が計画に反映されるよう、市民 2,000 人を対象として

調査を実施し、市民ニーズやまちづくりの問題点について把握することを目的としている。 

 

（２）調査票設計の趣旨 

 アンケート調査票は、別添資料に示すとおりである。また、調査票設計に関わる設問の意図

を整理すると、以下のようになる。 

 

表 1-8-1 設問の意図 

はじめに 年齢、職業、居住地区や世帯構成など、対象者の基本的な属性
を把握するために設問を行った。 

Ⅰ．生活環境の満足度と 
定住意向について 

緑の豊かさや市の景観、買い物の利便性など、居住地区や市全
体の生活環境に対してどのようなニーズがあるのか、また、ま
ちへの定住意向を把握するために設問を行った。 

Ⅱ．居住地区の将来像について 市や地区のシンボルとなる「自慢できる将来に伝え、残してい
きたいもの」と、地区の将来像に対する意向を把握するために
設問を行った。また、整備が望まれる施設のニーズや土地利用
に対する考え方を把握するために設問を行った。 

Ⅲ．黒石市の将来像、まちづくり
の参加意向について 

市における施策や整備の方向性、まちづくりへの住民参加に対
する考え方や参加意向を把握するために設問を行った。 

 

（３）調査対象者及び抽出方法 

○ 地 域 ： 黒石市内 

○ 調査対象 ： 19 歳から 80 歳までの男女（個人） 

○ 配 布 数 ： 2,000 票 

○ 回 収 数 ： 776 票（＝回収率 約 39％） 

○ 抽出方法 ： 無作為抽出 

 

（４）調査方法 

○ 郵送による配布･回収 

○ 記述式（基本的に選択式） 

○ 無記名 

 

（５）実施期間 

○ 実施時期：平成 20 年 7 月 1 日（配布）～7 月 22 日（回収期限） 
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（６）住民アンケート結果 

①回答者の基本属性 

＜ 性別 ＞ 

◆男女ほぼ半数ずつ 

回答者 776 人のうち男性が 50.0％、女性

が 48.8％で、男女がほぼ半数ずつとなって

いる。 

 

 

 

＜ 年齢 ＞ 

◆50 歳代以上が全体の 2/3 以上である 

「50 歳代」が 22.8％と最も多く、次いで

「60 歳代」（20.4％）、「70 歳以上」（19.1％）

である。 

 

 

 

 

 

＜ 職業 ＞ 

◆「会社員」が最も多い 

最も回答が多かったのは 26.4％の「会社

員」で、「無職」が 23.2％でこれに続いて

いる。50 歳以上の回答者が、全体の約 2/3

を占めたことが大きな要因と考えられる。 

 

 

 

 

＜ 在住期間 ＞ 

◆在住期間 20 年以上が 8 割を超える 

「30 年以上」が 71.3％と他に比べて格段

に多い。2 番目に多い「20 年～29 年」の

15.6％と合わせると全体の 8 割以上を占め、

在住期間の長い方が多い。 

 

 

 

 

男

50.0%
女

48.8%

無回答

1.2%

総数

776

20歳代

9.1%
30歳代

11.2%

40歳代

16.5%

50歳代

22.8%

60歳代

20.4%

70歳代以上

19.1%

無回答

0.9%

総数

776

10.6

26.4

8.4

7.5

6.2

0.8

11.1

23.2

4.3

1.7

0 10 20 30

自営業（家族従業者を含む）

会社員（店員･工員等含む）

農林水産業

パート･アルバイト

公務員

学生

専業主婦

無職

その他

無回答

％総数=776

１年未満

0.4%

１年～４年

3.4%
５年～９年

2.4%

10年～19年

6.4%

20年～

29年
15.6%

30年以上

71.3%

無回答

0.5%

総数

776
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＜ 居住地区 ＞ 

◆「東地区」が最も多い 

第 1 位は、「東地区」の 21.8％であり、

第 2位の「中部地区」の 20.7％を若干上回

っている。第 3位は「西部地区」（16.1％）、

第 4位は「山形地区」（8.6％）、第 5位は「追

子野木地区」（7.6％）となっている。 

 

 

＜ 世帯構成 ＞ 

◆「二世代（夫婦と子ども）」が最も多い 

最も回答が多いのは、「二世代（夫婦と子

ども）」の 30.0％である。次に多いのは「三

世代」であり、27.1％とこれを若干下回っ

て続いている。第 3 位は「夫婦のみ」の

16.4％、第 4位は「男親又は女親と子ども」

の 7.9％、第 5位は「ひとり住まい」の 7.2％

となっている。 

 

②住み心地 

＜ 住み心地 ＞ 

◆約 6 割は住みよいと回答 

最も回答が多いのは、「まあ住みよい」の

38.4％で、「住みよい」の 16.8％と合わせ

て全体の約 6割を占めている。「あまり住み

よくない」（14.9％）と「住みにくい」（8.2％）

では 23.1％となり、住みよいと回答した方

の半数以下である。 

 

 

 

＜ 居住意向 ＞ 

◆6 割以上が住み続けたいと回答 

回答の第 1位は、「ずっと住み続けたい」

の 41.9％で、「当分住み続けたい」の 22.9％

を合わせると全体の 6割以上を占める。「転

居したいが予定はない」（13.7％）と「近い

うちに転居する」（1.2％）では約 15％とな

り、住み続けたいと回答した方の 1/4 弱と

なっている。 

7.2

16.4

30.0

6.6

27.1

7.9

0.8

3.2

0.9

0 10 20 30 40

ひとり住まい

夫婦のみ

二世代（夫婦と子ども）

二世代（親と夫婦）

三世代

男親又は女親と子ども

兄弟姉妹

その他

無回答

％総数=776

16.1

6.3

4.8

8.6

6.4

21.8

20.7

4.6

7.6

1.5

1.4

0 5 10 15 20 25

西部地区

北地区

六郷地区

山形地区

浅瀬石地区

東地区

中部地区

牡丹平地区

追子野木地区

上十川地区

無回答

％総数=776

住みよい

16.8%

まあ住みよい

38.4%

どちらとも言え

ない
19.3%

あまり住みよく

ない
14.9%

住みにくい

8.2%

わからない

1.2%
無回答

1.2%

総数

776

ずっと住み続け

たい
41.9%

当分住み続

けたい
22.9%

どちらとも言え

ない
17.1%

転居したいが

予定はない
13.7%

近いうちに

転居する
1.2%

わからない

2.4%

無回答

0.8%

総数

776
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③ 生活行動 

＜ 日常生活行動（地域） ＞ 

◆黒石市内での行動が全体的に多い 

通勤・通学、食料品等購入、スポーツ等、病院や福祉サービスは黒石市内が最も多い利用

になっている。一方、外食、家電製品等購入、娯楽は弘前市が最も多い結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 日常生活行動（交通手段） ＞ 

◆自家用車の利用が圧倒的に多い。 

全ての項目において自家用車の利用が最も多い結果となった。そのほかの手段では、自転

車、徒歩が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黒石市内

47.6

88.7

30.8

20.4

15.6

41.4

83.0

青森市

8.5

5.4

弘前市

16.6

48.6

68.7

53.9

18.0

9.4

平川市 藤崎町
五所川

原市
田舎館村

その他県

内市町村

5.5

秋田県 岩手県
その他

(県)
無回答

17.1

5.4

13.5

7.0

23.7

25.0

通勤・通学

食料品等購入

外食

家電製品等購入

娯楽

スポーツ等

病院や福祉

サービス

総数=776 単位:％（5％未満非表示）

徒歩

5.5

8.5

5.2

自転車

7.6

11.5

5.4

7.9

原動機付自転

車･バイク
自家用車

64.6

68.8

72.4

79.9

68.7

61.3

69.8

タクシー バス 鉄道 その他 無回答

18.4

9.1

18.0

12.8

26.0

28.2

10.6

通勤・通学

食料品等購入

外食

家電製品等購入

娯楽

スポーツ等

病院や福祉

サービス

総数=776 単位:％（5％未満非表示）
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④自慢できる景色や文化 

◆「中野もみじ山」が最も自慢できる 

最も回答が多いのは、「中野のもみじ山」の 81.2％である。次に多いのは「黒石よされ祭

り」であり、76.0％とこれをやや下回って続いている。第３位は「りんご」の 74.7％、第４

位は「黒石ねぷた」の 67.7％、第５位は「旧正マッコ市」の 53.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

81.2
76.0
74.7

67.7
53.1
51.9

47.8
46.9

39.6
39.6

37.4
35.1
34.3
34.1
34.0
32.5
31.8
31.2
30.9
30.8

28.4
25.6
25.5
24.9
24.7
24.2
23.8
23.1

18.2
18.2
17.1
17.0
16.2
16.1
15.5
14.7
13.7
13.5
13.4

11.0
10.1
9.8

7.9
7.6
7.5
7.0
6.8
6.7
6.1
5.9
5.9
4.4
4.4
3.9
3.9
2.8
1.8
1.9

0 20 40 60 80 100

中野のもみじ山
黒石よされ祭り

りんご
黒石ねぷた

旧正マッコ市
重要伝統的建造物群保存地区(こみせ通り）

中野神社
靑荷温泉

りんご試験場
こけし
地酒

黒石のやきそば
虹の湖
浄仙寺

東公園の桜
ジュース等加工品

津軽こけし館
津軽伝承工芸館

お米
温湯温泉

津軽せんべい
スポカルイン黒石

黒石桜まつり
大川原火流し

黒石のつゆやきそば
高冷地野菜

黒石こみせまつり
高橋家住宅

４万市民４万個の雪だるま
金平成園

観光りんご園からの眺望
津軽三不動

落合温泉
カタクリの小径
浅瀬石川ダム

クラッシックカーinこみせ
鳴海家住宅

市消防団第三分団第三消防部屯所
板留温泉

納涼夜店まつり
黒石神社

丑湯まつり
ダム湖まつり

妙経寺
中世陶芸の里烏城焼

薬師寺
全日本ずぐり回し選手権大会

櫛ケ峰
和洋菓子

ふるさと元気まつり
感随寺

秋田雨雀記念館
手作り木工品

活菜館
カシス加工品

村上家のイチイ
九戸家住宅

無回答

％総数=776 （複数回答）

81.2
76.0
74.7

67.7
53.1
51.9

47.8
46.9

39.6
39.6

37.4
35.1
34.3
34.1
34.0
32.5
31.8
31.2
30.9
30.8

28.4
25.6
25.5
24.9
24.7
24.2
23.8
23.1

18.2
18.2
17.1
17.0
16.2
16.1
15.5
14.7
13.7
13.5
13.4

11.0
10.1
9.8
7.9
7.6
7.5
7.0
6.8
6.7
6.1
5.9
5.9
4.4
4.4
3.9
3.9
2.8
1.8
1.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

中野のもみじ山
黒石よされ祭り

りんご
黒石ねぷた

旧正マッコ市
重要伝統的建造物群保存地区（こみせ通り）

中野神社
青荷温泉

りんご研究所
こけし
地酒

黒石のやきそば
虹の湖
浄仙寺

東公園の桜
ジュース等加工品

津軽こけし館
津軽伝承工芸館

お米
温湯温泉

津軽せんべい
スポカルイン黒石

黒石桜まつり
大川原火流し

黒石のつゆやきそば
高冷地野菜

黒石こみせまつり
高橋家住宅

４万市民４万個の雪だるま
金平成園

観光りんご園からの眺望
津軽三不動

落合温泉
カタクリの小径
浅瀬石川ダム

クラッシックカーinこみせ
鳴海家住宅

市消防団第三分団第三消防部屯所
板留温泉

納涼夜店まつり
黒石神社

丑湯まつり
ダム湖まつり

妙経寺
中世陶芸の里烏城焼

薬師寺
全日本ずぐり回し選手権大会

櫛ケ峰
和洋菓子

ふるさと元気まつり
感随寺

秋田雨雀記念館
手作り木工品

活菜館
カシス加工品

村上家のイチイ
九戸家住宅

無回答

％総数=776 （複数回答）
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⑤期待するイメージ 

◆身近な環境の充実を望む声が多い 

回答の第 1位は、「生活環境が整ったまち」の 38.3％で、第 2位の「福祉が充実したまち」

の 31.2％と合わせ、比較的身近な環境の充実を望む声が多い。第 3位は「産業が盛んなまち」

（21.8％）、第 4 位は「治安がよく災害のないまち」（18.9％）、第 5 位は「歴史・文化を大

切にするまち」（13.4％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥まちづくりに対する参加意向 

◆機会があれば参加したいと思っている人が約 7 割 

回答の中では、「機会があれば参加したい」が 67.1％と、他に比べて格段に多いのが目立

っている。2番目に多いのは、「参加したいとは思わない」の 20.9％となっている。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

38.3

31.2

21.8

18.9

13.4

13.1

10.3

7.7

7.3

0.6

15.3

0 20 40 60

生活環境が整ったまち

福祉が充実したまち

産業が盛んなまち

治安がよく災害のないまち

歴史・文化を大切にするまち

豊かな自然との調和がなされたまち

観光レジャーが盛んなまち

まちづくり活動が盛んなまち

文化･教育の盛んなまち

その他

無回答

％総数=776 （複数回答）

ぜひ参加したい

6.6%

機会があれば

参加したい
67.1%

参加したいとは

思わない
20.9%

無回答

5.4%

総数

776
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⑦まちづくりの行政運営への参加方法 

◆アンケート調査などを通じた意見提供が最も多い 

最も多い回答は「アンケート調査などを通じた意見提供」の 53.2％で、他の項目の倍以上

となっている。第 2位は「道路・公共施設への美化活動」（22.4％）、第 3位は「緑あふれる

まちづくりへの貢献」（21.9％）、第 4位は「勉強会への出席、計画づくりへの参画」（16.2％）、

第 5 位は「計画や事業の説明会による意見提供」（15.5％）となっている。比較的負担が少

ない形での参加が望まれているといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧居住地区のまちづくりルールの必要性 

◆「必要である」と答えた人が約半数 

最も回答が多いのは、「必要である」の 51.3％である。「必要ではない」（12.9％）の 4 倍

以上の回答数であり、一定程度のまちづくりルールが望まれているといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

53.2

22.4

21.9

16.2

15.5

2.6

12.4

0 20 40 60

アンケート調査などを通じた意見提供

道路・公共施設への美化活動

緑あふれるまちづくりへの貢献

勉強会への出席、計画づくりへの参画

計画や事業の説明会による意見提供

その他

無回答

％総数=776 （複数回答）

必要である

51.3%

必要ではない

12.9%

どちらでもよい

31.8%

無回答

4.0%

総数

776
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⑨必要とするまちづくりルール 

◆「道路･公共施設を計画する時は住民参加で行う」が望まれている 

回答の第 1位は、「道路･公共施設を計画する時は住民参加で行う」の 55.8％であり、第 2

位の「自然や文化財を指定して守っていく」の 39.9％を大きく上回っている。第 3位は「ゆ

とりある街並みとする」（39.7％）、第 4位は「緑いっぱいの地区とする」（23.4％）、第 5 位

は「建物の形態やデザインを推奨する」（18.1％）となっている。都市基盤施設や自然・文

化財、ゆとりある街並みなど、個別の建物の規制というよりも、全般的なルールづくりが望

まれているといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

55.8

39.9

39.7

23.4

18.1

14.1

13.6

9.0

6.0

1.0

0 20 40 60

道路･公共施設を計画する時は住民参

加で行う

自然や文化財を指定して守っていく

ゆとりある街並みとする

緑いっぱいの地区とする

建物の形態やデザインを推奨する

建物や公共物の色を落ち着いた色彩と

する

高い建物を規制する

ブロック塀にしないで生け垣にする

その他

無回答

％総数=398 （複数回答）


